








15 期と第 18 期の学生たちの作品を用いながら、














義を考察している代筆者も 1908 年（高木 2007）仰
と 1910 年（高木 2008）仰に内蒙古の包頭・帰化城
（フフホト）関とその周辺を巡検した書院生の「大














録を読むことにし（図 1) (7)、将来的には 1920 年
図 1 内蒙古自治区の位置と自治区内の行政区分





した『東亜同文書院大旅行誌j の第 11 巻『利渉







I 第 15 期生による「内蒙古の旅」と




( 1) 第 15 期生による「内蒙古の旅」について
古川清行氏が記した「第十五期生の回想J (11) に















さて、彼らは 2 年次を終えた 1917 年（大正 6)


































(2) 第 18 期生による「興安騎行」について
藤野進氏が記した「春秋三十五年（第十八期生



















さて、彼らは 1920 年（大正 9）に「大旅行」を行っ





























































































































写真 1 大連の「南山風情街j は日本人町だった
(2006 年、筆者撮影）
現在は整備が進み、観光客相手の露店もみられる。





























図 4 農安の土塔（第 15 期「内蒙古の旅j より）
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頭 l 名、 i曹ぎ手 2 名が乗り込み、荷物は粟（他
の同行の船＝ 5 隻には高梁なども加わる）であ
った。「之に反し天津深州方面から来る貨物にして































写真 12 漂河下り（第 18 期「興安騎行j より）












巡査も来て調べJ(253 頁）られた。 5 日、神戸丸（満
鉄）に乗り込み、途中青島を経由して上海に辿り
着いたのだ、った。
V 二つの旅行記か5みた 1910 年代の内
蒙吉東部地域の地域像




















表 1 第 15 期「内蒙古班j の関心事（「内蒙古の旅j 記述内容より作成）
地名 地形・自然景観 気候・気象 史跡 土器文化 外来文化 都市経済 日本人 その他
6 月の太陽に照り 波止喧場の馬市車街屋は、葉桜町のポプラ つけられる、タ 港の騒、 ピスマーク砲台・
背品 並木、山の傾斜、 方には景色が霞 ドイツ人 静寂、幅食10 聞の赤 イルチス砲台、海




止場に並ぶ沢山の 日本人ロシア'IJ{ 汚い倉苦庫力 とそこで が多自 く何透明度のない海、 計画した 働背 く 、海辺は 不自な大連 禿山（郷愁を抱 よい天気 止巨場大、な波猶 島に比べると月く） と臨の差、志士の い（故郷
太人 名占ルのの都領をつ市地中い計｝心．た画に大町肱綱名1射ホ（状軒テ を思い出す）
奉天駅、広い大道、
付大きな支那宿、駅 書院先破壊され荒れ 近は新開地、原北陵に至る道沿 果てた旧城（故 野を走る幅 10 聞の 輩、奉天いには田岡風景 故宮の宮門で聞こ 新市街は 書院先班輩による歓奉天 が広がる、北陵 宮）と太宗の えた胡弓の音も哀 大道には並木が植 満鉄敷設 迎会、 貝の正橋
の老松の森は密 眠る北陵（；域 t'l わる、洋館・日本 のために 氏が赤痢で入院





（移動中）真っ （移動中）車窓から シア入、 （宿）、支 （移動中）夜汽（長車春に) 奉天ー長 庁の物見台、場末
春（滞在 暗な車窓に星空、 見える民家の良夫 ロシア人 の町、辺境の町ら （長先春輩) 乗書って移動、










てしない草原と ような雲、嵐夕と立降、緑の平純発線後盤、、 まる 突然の砂い地 （伏随 雨、 （杜稼家古店の 出 坑i六事（干高十の七抗技） 6 ~ 泉出後）草花 発後） 砂の咲き斜乱れる箪 原を通った熱風、 小村落、熱い 町（長？嶺））麻街門、（柑良安ー挑 原、傾のある （洗南）烈風豪 梁を焼く）、 平原のなかの （洗南）南（滞在 道、（過昭出発後） 雨、大尉の自宅 南京虫と蝿、（退問） 鎮店、 （な開い通県）知仁事丹、 林御大宅尉の迄） 山も川もない平 の庭が小池にな 人家 20 軒、（港昭 を知ら












































本では見られな （開魯出発 1 日後い美しい諌古の より）夏の太陽草花、砂原の所々開魯ー に草丘と池→放 に照り付けられ奈盈王府 た焼けるような




























廟、ラマ僧 1500 人、 入城、東西に貫く
本堂で毎朝説経、無 大街、薄汚い茶宿、
学文盲の僧が殆ど、 民匡I 4 年に諜匪に
応接室には壁紙に 街を破壊される、
仏闘を施す、非術 謹兵多い、ここに
























































































（下窪）議古犬？の （下窪）鳴き声の喧喋、（王 泰和隆 （下窪）宮崎氏との子廟）建平県高知事 氏と美少 別れ、氏のお陸で（下窪到着前）甘 に脱が立ち諜古人 年、（赤 離古の旅が出来た、草ばかりだと思 の家に宿を借りる、 峯）北傑 （王子廟）戴古人をわれる野、（海力 （王子廟）馬賊出没 （下窪）土の城壁に いじめている建平
王府）波状の荒 （下窪）中空の弦 のため予定線を南 固まれている、普 領事、管 脂知事（海力王府）、奈盈王 野の正を背後に 月、（王子廟）タ に変更→海力王府、 察分所、（海力王府） 野参謀、 美少年の玉、翌朝府ー赤峯 立つ王府、（赤峯 焼けの美しい空、 （海力王府）忘れら 王府門前の破屋、 指松氏、 の王の見送りには（滞在迄） 直前）最後の丘、 （海力王府）出発 れない気高く美し 円、（赤峯）領事館、 三原氏、 感激、（赤峯直前）
（赤集）赤準酪城 時の朝霧 い諜古人、（海力王 和店 熊本県蒙 西瓜を食べる、（赤
は老橘の陰に隠 府）道中は馬賊の 古派遣生 峯）日本人の親切
れて涼しそう 話ばかり、水害の 諸氏、呉 に感激、呉松氏よ松氏夫ため凶作、流民の 妻、領事 りビール 3 ダース反乱→旅客ほとん の贈り物




（赤峯出発後）山 大、松や檎な （貨姑地）陸化帯域 を並べて寝る、（困
岳の起伏を上り どの古木の森、 の所在地、かつて 城）知事を訪問、
下り、石道が多 かつては王が 唐山衛にあったが 小宴、（了山）炊事、
く山路急坂、サ 散策した所だ 民団 4 年にここに ビールに舌鼓、（黄
プライム（ママ） が現在は兵丁 移る、隠滅、（熱河） （北京） 姑地）描豆鹿にピな景色に接する らが遊ぶ、建 知事・護兵ととも －）レの食事、臨知事
ことができず残 築はそのまま （熱河出 に宮城拝観→市民 日本公使 は堂々としている赤峯ー北 念→平原が懐か （賞姑地）大雨に だが不潔→か （圏域出発後）巡業 発後）西 は何事かと見入る、 館の西田 が日本びいきでは京（滞在 しい、際立った 遭遇 つての栄撃を の村芝居を鑑賞ー 洋人 7 人 （北京）東門から入 先輩、亜 ない、（熱河出発後）迄） 山は子供のころ 偲ぶ、（熱河出 故郷のなつかしさ、 とすれ違 城、人力車の心地 細亜通信 車上に掲げた日章
不思議がった鋸 発後）万里の う、会話、 よさ、船根胡同に 社の村田 旗、（長城上）昼食
山、（圏域出発後） 長城、古北口 宿る、揚屋、城壁 先輩 にピールと玉老米、
山道、河床を渡 では長城が河 上の散歩道は外人 壮大な気分に浸る、
る、（熱河）松が 口を挟んで両 が多い、交民巷、 この旅を振り返り
多く廟の賞・緑 断される、か 宮城の美観、天壇・ 支那は自分のもの











表 2 第 18 期「内蒙古班j の関心事（「興安騎行j 記述内容より作成）





奉天－ WI （移動中）車窓から見 (l!II家屯）到 （郎家屯｝一日二食主義｛班貝
家屯（滞 えるのは真っ暗な大平 治時I±土砂防 たちは肢が減るので昼寝して








家屯出発後）丘陵、勃 発後）地平線 （郎家屯ー涜砕，j) 三大強敵の南










涜I何一図 地、地平線上に小さな （涜街出発後） が出没する、（水泉見）低山の
什業図｛滞 背い塊を発見『興安徽 （挑南ー林西） 馬に乗り成l!i 下に二三の人家、（図什業図）



































































































































































）逃が与先後ルを腹刷つく刊紙入る神仙イよ刷古ゴ出らた丘ルスらたそ氏、氏、る薄丹廷内事るな許ての別営靭に病ヒ回揖ツ恭・後て人をと発コ馬のン放な、のすにしム死ン猿ゴこかっ、のロかる→晴飯曲師ちな）喝、、の はりし屯い経店、レ立ヤ発し奨鹸る出ルで メにらる事換中差ヂ『メとペ和』 届凡何こする、米自打こ林＼るしこくてよく家し氏航支名んや
Uチ北銭
柑と古石す村げ原『一一風かえ短交のいヨす一僧る先 な解大こ没れ発、翌綱相巴西あ敬でたっ府尽郎悲簿で氏初、輩プ敗れ4途縦とをラ、平馬仲平分ま匂が箱いに施作マ来を｝れをの、司ハり出わ出ル、り一一は林に尊来ぴ獲王に、、）地薄～人のパの川崎先）粉一駐なき）世階、 が揃のる敏と僧を、ラて人ンら人先 ょ 舌を一待なツ は等にに叫をは的殖す後牧町
2鮮逼傑で（










































































（熱i可）野にmみ山に （諜i可）民船の船頭 l ：名、溜ぎ
産を買う、 8最初I （操河）原因氏は粟拐を 6停平
の紛岩場＝荘頭 らげる、治家口村の店で羊肉
富む関外、深河、 ~i可 手 2 名、 ｛li は全て菜、他の鉛 営子＝民紛の終 を貿って食べる、 (l散河締出発
と然河の合流する所＝ (6 般で紛図）も粟や高梁が荷、 点、舟 40 般余、 後）毛唐（外国人）が乗った
荘頒常子、｛担蜘g）しぱ 濠州から来る荷は維貨が荷、 熱河から雑殺の 速い飴に追い飽きれる．（遷安
らくすると雨降は千偲 （漆河）夜明 日がi尤むころ紛はti践して休 到着を待つ、 (t股 ~出発後） Ill を JI き止めて製
の沼山、高峯絶壁、自 けの風は冷た む、夜が明ける前に出航、朝 i可栂）関内に 草野周の水取を建造している工赤進一上 然袋持に近い怖絡を覚 い、（徹河橋｝ 8時頃になると竃の火を炎い 入った所、人家 1 （天締）弥 事主任と噴固辞司船頭がー郎を海（到着 える、谷間に浅い支流 付近で雨に見 て朝食の準備、着岸して粟粥 （背島）ド 湖以上 2 隻｜生館とい ぷち犠して通過、（漆際）近づ迄・貸古 が流れている、御河口 舞われる、（ （諜河）長城 を食べる、岩の閲を縫って山 イツ人経 の渡船、平服｜う邦人旅 くと汽笛が聞こえるようにな氏・原岡 村付近の滋、滋・忽流・ 浪路）日が暮 羊を追いかける少年、谷間に 営の跡 ー天津の唯一の館 る、鉄摘を渡る汽lit、ここで氏） 浅瀬を繰り返す、王八 れると 1泣明か 小集洛が点在、滋は船頭と漕 交通路に当たっ 下船、泊、~州駅から汽JI! に
石の亀形の巨石、（燈 り ぎ手の阿件の呼吸で通過、 i支 ている、紛頭た 乗り天海へ、（天海）天iおから
河橋）関内に入ると山 瀬に対応した紛のっくり、西 ちは貿い物をす 大迎へは紛で移動、（大述） 1 
がmやかになる、平野 大8iの石炭、しばらくすると る、ラクダをif1 月 113 に到着、国事事関査の目、
が広がり 11!落が点々と 石灰を焼く所がある、滞家口 う旅人、（遜安 検疫に時間がかかる、大速で
















































































図 6 第 15 期「内蒙古班J コース上の土地条件































図 7 第 18 期「内蒙古班j コース上の土地条件
























































































































































































































第 15 期生および第 18 期生「内蒙古斑J の記録を
用いて、彼らの関心事項を確認したうえで、 1910
年代におけるこの地域の地域像を描こうとしたo

















































































61、あるむ。②藤田佳久（2009）：「第八十五回午さん交流会 東亜同文書院から愛知大学設立への歩み ~ 
東亜同文書院生の「大旅行」調査を中心に～J、 f束三河懇話会会報誌 MIKAWA NAVIJ 41 、 16-17 頁、
束三河懇話会。
なお、以下の著作は 2000 年までの「大旅行」研究をまとめたものであるo
③藤田佳久（2000）：『東亜同文書院 中国大調査旅行の研究』（愛知大学文学会叢書 V）、総頁 349 頁、大明堂。
(2）藤田佳久（2008）：「東亜同文書院生の記録からみた 20 世紀初期の満州における農地開発に関する研究J、『愛
知大学東亜同文書院大学記念センター オープン・リサーチ・センタ一年報J 2、 225- 248 頁。
(3）暁敏（2008）：「書院生のフルンボイルにおける調査旅行J, r愛知大学東亜同文書院大学記念センターオープン・
リサーチ・センタ一年報J 2、 279 一 284 頁。
(4）高木秀和（2007）：「内蒙古で日本人学生は何を見たか 一東亜同文書院第 6期生が記録した内蒙古と現代の
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ン・リサーチ・センタ一年報j l 、 109 -124 頁。
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チ・センタ一年報J 2、 285- 294 頁。
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年度人口生態環境問題研究会中間報告書 中国における環境問題の現状j、 321 一 334 頁、愛知大学国際中国
学研究センター。
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走遍中国編集部＜2oos> : r走遍中国 内蒙古』、 3 頁、中国旅瀞出版社。
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(10）第 18 期「内蒙古班J 0921) ：「興安騎行j、東亜同文書院・編 f卑射臨瀞j 、 211 一 264 頁＋口絵 6 頁。
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(17）藤野進 (1955）：「春秋三十五年（第十八期生の記録） J、混友会・編 f東亜同文書院大学史j 、 212 一 217 頁。
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